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一
、
は
じ
め
に

　
学
習
院
大
学
史
料
館
は
歴
史
資
料
の
収
蔵
、
調
査
、
整
理
、
保
存
、
公
開
を
目
的
と

し
た
研
究
機
関
で
あ
る
。
練
達
の
学
芸
系
ス
タ
ッ
フ
を
擁
し
、
や
や
狭
小
で
は
あ
る
が
、

そ
れ
な
り
に
整
っ
た
展
示
施
設
を
持
ち
、
昭
和
五
〇
年
の
開
館
以
来
、
「
新
収
資
料

高
松
宮
家
」
展
（
二
〇
〇
七
年
）
、
「
近
代
皇
族
の
記
憶
－
写
真
が
語
る
山
階
宮
家
の
暮

ら
し
」
展
（
二
〇
〇
九
年
）
、
「
目
白
の
森
の
そ
の
昔
ー
学
習
院
と
考
古
学
」
展
（
二
〇
一
〇

年
）
な
ど
、
学
習
院
と
い
う
伝
統
の
あ
る
教
育
機
関
な
ら
で
は
の
有
意
義
な
展
覧
会
を

催
し
て
き
た
（
図
1
）
。

　
近
年
、
収
蔵
品
に
恵
ま
れ
な
い
展
示
施
設
や
、
あ
え
て
収
蔵
品
を
も
た
な
い
展
示
施

設
が
増
え
て
い
る
な
か
で
、
史
料
館
は
、
皇
族
、
公
家
、
大
名
や
幕
臣
に
由
来
す
る
も

の
、
ま
た
、
近
世
郷
村
の
名
主
家
に
由
来
す
る
も
の
な
ど
、
合
わ
せ
て
一
三
万
件
も

の
収
蔵
品
を
も
つ
。
わ
が
国
展
示
施
設
全
般
の
水

準
か
ら
み
て
、
た
い
へ
ん
豊
富
な
収
蔵
品
に
恵
ま

れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ

れ
ら
の
な
か
に
は
、
史
料
と
し
て
価
値
の
高
い
も

の
、
美
術
品
と
し
て
特
色
の
あ
る
も
の
が
数
多
く

含
ま
れ
て
い
る
。
平
成
二
三
年
の
秋
に
は
、
開
館

三
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
収
蔵
品
の
精
華
を
集

め
た
「
是
！
」
展
が
開
催
さ
れ
た
が
、
そ
こ
に
陳

列
さ
れ
た
歴
史
資
料
、
美
術
作
品
の
水
準
の
高
さ

図1　学習院大学史料館

に
一
驚
さ
れ
た
向
き
も
多
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
図
2
）
。

　
さ
て
、
そ
の
史
料
館
に
は
館
蔵
品
の
み
な
ら
ず
、
数
多
く
の
寄
託
品
も
保
管
さ
れ
て

い
る
。
こ
こ
で
い
う
寄
託
品
と
は
、
神
社
・
仏
閣
や
法
人
、
個
人
な
ど
か
ら
、
展
示
、

研
究
を
前
提
と
し
て
預
託
さ
れ
る
歴
史
資
料
、
美
術
品
な
ど
を
指
す
。
寄
託
を
受
け
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
展
示
施
設
は
収
蔵
品
の
欠
落
部
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
、
ま

た
、
す
で
に
美
術
品
市
場
で
は
購
入
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
作
品
の
展
示
も
可
能
と

な
る
。
そ
の
一
方
、
所
蔵
者
に
と
っ
て
も
、
貴
重
な
所
蔵
品
を
保
存
環
境
の
整
っ
た
施

設
で
安
全
に
保
管
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
寄
託
品
を
受
け
入
れ
、
研
究
や
展
示

に
活
用
す
る
こ
と
は
、
展
示
施
設
に
お
け
る
業
務
の
な
か
で
も
、
も
っ
と
も
重
要
な
も

の
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
学
習
院
は
、
も
と
も
と
皇
族
、
華
族
の
子
弟
を
教
育
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ
た
学
校

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
卒
業
生
、
関
係
者
の
な
か
に
は
、
家
に
代
々
伝
わ
る
歴
史
資
料

や
美
術
品
を
お
持

ち
の
方
も
多
く
、

史
料
館
に
は
、
そ

れ
ら
の
方
々
か
ら

も
寄
託
品
が
多
数

寄
せ
ら
れ
て
き

た
。
今
回
、
本
稿

の
主
題
と
し
て
取

り
上
げ
る
戸
鳥
光

孚
作
文
台
硯
箱

図2　「是！」展案内葉書
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も
、
平
成
二
一
年
に
財
団
法
人
山
階
鳥
類
研
究
所
よ
り
寄
託
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
調
査

を
進
め
て
い
く
過
程
で
、
本
作
品
の
制
作
の
背
景
や
、
光
孚
の
手
に
な
る
他
の
作
品
の

存
在
な
ど
が
漸
く
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
史
料
館
な
ら
で
は
の
貴

重
な
寄
託
品
－
松
楓
蒔
絵
文
台
硯
箱
に
つ
い
て
、
日
本
近
代
漆
芸
史
の
側
面
に
主
眼
を

お
い
て
紹
介
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

二
、
松
楓
蒔
絵
文
台
硯
箱
に
つ
い
て

、
御
拝
領
ノ
御
目
録
左

　
ノ
通
リ

　
一
、
御
紋
附
文
皇
硯

　
　
　
箱
　
　
壼
組

　
一
、
金
壼
百
萬
圓

　
一
、
金
参
拾
五
萬
圓

　
（
以
下
略
）

1灘；難｛

図3　松楓蒔絵硯箱　箱書

　
硯
箱
と
文
台
を
同
じ
文
様
、
同
じ
技
法
で
飾
っ
た
豪
華
な
文
房
具
の
セ
ッ
ト
で
あ
る

（
口
絵
1
）
。
そ
れ
ぞ
れ
に
桐
製
の
外
箱
が
付
属
し
て
お
り
、
そ
の
蓋
裏
に
「
両
陛
下
ヨ

リ
／
御
紋
附
硯
箱
　
壼
／
大
正
九
年
七
月
」
（
図
3
）
、
「
両
陛
下
ヨ
リ
拝
領
／
御
文
憂

／
大
正
九
年
七
月
」
と
の
墨
書
が
あ
る
。
『
山
階
宮
家
日
記
』
（
財
団
法
人
山
階
鳥
類
研

究
所
寄
託
）
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
七
月
二
十
四
日
條
に
、
こ
の
箱
書
と
符
合
す
る

部
分
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
少
し
長
く
な
る
が
引
用
し
て
お
く
。

「

午
前
十
一
時
十
五
分
御
出
門
宮
内
省
へ
御
参
内
午
後
一
時

二
十
分
御
帰
邸
。

両
陛
下
へ
御
拝
謁
左
ノ
御
沙
汰
を
賜
ハ
ル

朕
皇
族
會
議
及
枢
密
顧
問
ノ
諮
詞
ヲ
経
テ
弦
二
故

菊
麿
王
第
二
子
芳
麿
王
ノ
情
願
ヲ
允
シ
賜
フ
ニ

山
階
ノ
家
名
ヲ
以
テ
シ
華
族
二
列
セ
シ
ム

　
御
名
　
御
璽

　
　
大
正
九
年
七
月
二
十
四
日
　
宮
内
大
臣
男
爵
　
中
村
雄
次
郎

　
　
勲
一
等
　
山
階
芳
麿

　
　
（
中
略
）

今
般
授
爵
二
付
キ
金
百
萬
圓
下
賜
候
條
家
門
保
績
ノ
目
的
可
相
立
候

右
奉

叡
旨
相
達
候
事

　
　
大
正
九
年
七
月
二
十
四
日
　
宮
内
大
臣
男
爵
　
中
村
雄
次
郎

　
山
階
宮
は
、
元
治
元
年

（一

ｪ
六
四
）
、
伏
見
宮
第
二
十

代
邦
家
親
王
の
第
一
王
子
晃
親

王
が
創
設
し
た
宮
家
で
あ
る
。

晃
親
王
は
た
い
へ
ん
英
明
な
人

物
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
幕
末
維

新
期
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
、

図4　大正9年7月5日
　成年式当日の芳麿王

皇
族
長
老
と
し
て
存
在
感
を
示
す
が
、
明
治
三
一
年
二
八
九
八
）
、
八
十
三
歳
で
莞

去
。
そ
の
後
、
山
階
宮
家
は
二
代
菊
麿
王
に
継
承
さ
れ
る
。
菊
麿
王
は
海
軍
軍
人
と
し

て
日
清
、
日
露
の
戦
役
に
従
軍
。
気
象
や
写
真
な
ど
、
当
時
の
新
し
い
科
学
技
術
に
造

詣
が
深
く
、
大
い
に
前
途
を
嘱
望
さ
れ
た
が
、
明
治
四
一
年
二
九
〇
八
）
、
わ
ず
か

三
十
六
歳
で
病
を
得
て
急
逝
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
跡
を
王
の
第
一
子
で
あ
る
武
彦
王

が
継
い
だ
た
め
、
第
二
子
の
芳
麿
王
が
臣
籍
降
下
し
て
、
新
た
な
侯
爵
家
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
芳
麿
王
は
、
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
七
月
五
日
生
ま
れ
な
の
で
、

大
正
九
年
七
月
五
日
に
宮
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
成
年
式
を
終
え
、
七
月
二
四
日
、
晴
れ

て
侯
爵
家
設
立
の
允
可
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
図
4
）
。

　
当
時
、
男
子
皇
族
は
軍
人
と
な
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
た
た
め
、
芳
麿
王
も

陸
軍
中
央
幼
年
学
校
、
陸
軍
士
官
学
校
と
陸
軍
軍
人
へ
の
途
を
歩
ん
で
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
幼
少
の
こ
ろ
よ
り
鳥
類
の
生
態
に
強
い
関
心
を
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、

昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
、
と
く
に
許
し
を
得
て
予
備
役
に
編
入
さ
れ
、
東
京
帝
国
大

学
理
学
部
動
物
学
科
に
入
学
。
卒
業
後
は
自
邸
に
山
階
家
鳥
類
標
本
館
を
設
け
、
昭
和
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一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
は
、
自
ら
が
理
事
長
と
な
っ
て
財
団
法
人
山
階
鳥
類
研
究
所

を
開
設
す
る
。
そ
の
後
も
、
日
本
鳥
類
保
護
連
盟
会
長
、
国
際
鳥
類
保
護
会
議
副
会
長

な
ど
歴
任
し
、
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
九
十
歳
で
死
去
。
ま
さ
に
、
鳥
類
の
保
護
と

研
究
に
捧
げ
た
生
涯
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
な
お
、
こ
こ
で
触
れ
た
山
階
宮
家
三
代
、
お
よ
び
宮
家
を
め
ぐ
る
人
々
に
つ
い
て
は
、

史
料
館
が
編
纂
し
た
『
写
真
集
　
近
代
皇
族
の
記
憶
　
山
階
宮
家
三
代
』
（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
八
年
）
に
詳
し
い
の
で
、
興
味
の
あ
る
向
き
は
ぜ
ひ
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

　
さ
て
、
前
に
引
用
し
た
史
料
に
も
う
一
度
立
ち
返
っ
て
み
よ
う
。

　
こ
こ
で
興
味
を
ひ
か
れ
る
の
は
、
こ
の
文
台
硯
箱
が
、
「
御
拝
領
ノ
目
録
」
の
筆
頭

に
記
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
目
録
の
二
番
目
に
出
て
く
る
「
金
壼
百
萬
圓
」
は
、
「
家

門
保
績
ノ
目
的
可
相
立
」
と
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
以
降
侯
爵
家
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
資
金
で
あ
る
。
現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算
す
れ
ば
五
〇
億
円
ほ
ど
に
な
ろ
う
か
。

　
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
侯
爵
家
創
設
と
い
う
慶
事
を
寿
ぐ
た
め
に
文
台
硯
箱
が
、
そ
し

て
、
現
実
的
な
裏
付
け
と
し
て
、
当
時
で
百
万
円
と
い
う
莫
大
な
金
が
下
賜
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
目
録
の
筆
頭
に
記
さ
れ
た
文
台
硯
箱
が
、
単
な
る
調
度
で
は
な
く
、
象
徴

的
な
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
制
作
に
あ
た
っ

て
は
、
発
注
す
る
側
、
受
注
す
る
側
と
も
に
、
並
々
な
ら
ぬ
配
慮
を
要
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
る
。

　
さ
て
、
前
置
き
が
長
く
な
っ
た
。
以
下
、
こ
の
文
台
硯
箱
に
つ
い
て
、
詳
細
を
み
て

い
く
こ
と
に
す
る
。
法
量
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
硯
箱
）
縦
二
五
・
八
　
横
二
三
・
七
　
高
五
・
一
㎝

（
文
台
）
幅
六
二
・
六
　
奥
行
三
六
・
六
　
高
＝
二
・
五
㎝

　
硯
箱
は
、
ほ
ぼ
方
形
で
角
丸
、
蓋
が
身
の
半
ば
ま
で
覆
う
被
蓋
造
で
あ
る
。
蓋
の
肩

に
は
段
差
（
塵
居
）
を
設
け
、
蓋
の
上
面
は
わ
ず
か
に
盛
り
上
げ
て
い
る
（
甲
盛
り
）
。

蓋
婁
と
身
の
立
ち
上
が
り
の
縁
に
は
銀
の
覆
輪
を
廻
ら
す
。

　
表
面
は
全
体
を
金
地
に
仕
立
て
、
蓋
表
に
は
、
金
と
銀
の
高
蒔
絵
を
主
体
に
、
金
銀

平
蒔
絵
、
金
切
金
な
ど
を
交
え
て
松
に
楓
を
取
り
合
わ
せ
た
文
様
を
表
わ
す
。
上
方
中

央
に
は
十
六
弁
の
菊
花
紋
を
配
す
る
（
口
絵
2
）
。
ま
た
、
蓋
裏
か
ら
身
の
見
込
に
か

け
て
は
全
体
に
詰
梨
地
を
ほ
ど
こ
し
、
文
様
部
分
の
地
は
金
地
と
し
、
金
、
青
金
の
高

蒔
絵
に
金
、
青
金
の
切
金
、
研
出
蒔
絵
な
ど
を
交
え
て
流
水
の
ほ
と
り
に
生
い
茂
る
蒲

公
英
、
土
筆
、
ス
ギ
ナ
な
ど
春
草
の
図
を
表
わ
す
（
口
絵
3
）
。
底
裏
も
詰
梨
地
と
す
る
。

　
身
の
内
に
は
枠
下
水
を
設
え
、
長
方
形
角
丸
、
縁
を
金
地
と
し
、
側
面
か
ら
裏
面
に

か
け
て
梨
子
地
に
仕
立
て
た
硯
を
収
め
る
。
桜
に
波
文
様
を
象
っ
た
銀
製
鍍
金
の
水
滴

が
付
属
し
て
い
る
（
口
絵
4
）
。

　
そ
の
他
の
内
容
品
は
以
下
の
と
お
り
。

　
筆
二
本
（
筆
帽
付
属
）
軸
に
は
金
薄
肉
高
蒔
絵
で
桜
花
、
楓
の
葉
を
散
ら
す
。

　
錐
一
本
（
鞘
付
属
）
筆
と
同
じ
文
様
、
技
法
で
飾
る
。
合
口
に
銀
製
、
桜
と
楓
を
彫

り
だ
し
た
金
物
を
嵌
め
る
。

　
小
刀
一
口
（
鞘
付
属
）
文
様
、
技
法
、
金
物
を
錐
と
同
様
に
作
る
。

　
墨
挿
一
個
　
文
様
、
技
法
、
金
物
を
錐
、
小
刀
と
同
様
に
作
る
。

　
文
台
は
、
甲
板
の
左
右
両
端
に
筆
返
し
を
付
け
、
到
形
の
あ
る
四
脚
を
甲
板
裏
に
打
っ

た
標
準
的
な
形
を
み
せ
る
。
甲
板
の
小
口
に
は
、
桜
花
と
楓
の
葉
を
高
彫
と
し
た
銀
製

の
八
双
金
具
を
打
ち
、
筆
返
し
の
上
下
端
に
も
同
様
の
金
物
を
付
け
る
。
ま
た
、
脚
に

は
銀
製
の
覆
輪
を
廻
ら
し
て
い
る
。

　
甲
板
上
面
は
硯
箱
と
同
様
の
文
様
、
技
法
で
飾
ら
れ
て
い
る
が
、
菊
花
紋
は
表
わ
さ

れ
て
い
な
い
。
文
台
は
硯
箱
や
料
紙
を
載
せ
る
た
め
の
調
度
だ
か
ら
、
甲
板
の
上
面
に

家
紋
を
入
れ
な
い
の
は
当
然
の
配
慮
だ
ろ
う
。
ま
た
、
甲
板
の
裏
に
は
全
体
に
詰
梨
地

を
ほ
ど
こ
し
、
左
下
隅
に
コ
戸
嶋
光
孚
謹
製
」
の
金
蒔
銘
を
小
さ
く
書
き
込
む
（
口
絵

1
5
）
。

　
な
お
、
戸
鳥
光
孚
自
身
の
執
筆
に
な
る
『
漆
工
沿
革
概
要
及
蒔
絡
堂
建
立
趣
意
』
と

い
う
小
冊
子
が
あ
り
、
そ
の
「
略
歴
」
の
項
を
み
る
と
「
宮
内
省
御
用
製
作
ノ
重
ナ

ル
モ
ノ
」
と
し
て
「
老
松
楓
文
文
墓
硯
（
此
時
ヨ
リ
始
メ
テ
入
銘
ス
ル
事
ヲ
許
サ
ル
）
」

　
　
　
　
　
ハ
　
　

の
記
述
が
あ
る
。
そ
の
名
称
と
納
入
先
か
ら
み
て
、
こ
れ
が
本
稿
の
主
題
で
あ
る
松
楓

文
台
硯
箱
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
と
な
れ
ば
、
光
孚
が
宮
内
省
に
納
め

た
二
十
件
以
上
の
作
品
の
な
か
で
、
こ
れ
が
初
め
て
銘
を
入
れ
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
記
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念
す
べ
き
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
以
上
、
松
楓
文
台
硯
箱
に
つ
い
て
枢
要
な
点
を
記
し
て
き
た
が
、
形
状
や
文
様
、
技

法
な
ど
に
つ
い
て
、
気
が
つ
い
た
と
こ
ろ
を
記
し
て
お
く
。

　
こ
こ
で
は
、
文
台
と
硯
箱
と
い
う
二
つ
の
調
度
が
同
じ
文
様
、
同
じ
技
法
で
飾
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
文
台
硯
箱
の
揃
い
は
、
室
町
時
代
後
期
、
一
六
世
紀
こ
ろ
に

は
す
で
に
広
く
使
わ
れ
て
い
た
も
の
ら
し
く
、
梅
唐
草
蒔
絵
文
台
硯
箱
（
重
要
文
化
財

広
島
・
厳
島
神
社
）
、
松
藤
蒔
絵
文
台
硯
箱
（
重
要
文
化
財
　
山
口
・
防
府
天
満
宮
）
、

織
物
貼
文
台
硯
箱
（
重
要
文
化
財
　
神
奈
川
・
早
雲
寺
）
な
ど
、
い
く
つ
か
の
遺
例
を

み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
室
町
時
代
は
、
一
面
で
は
復
古
主
義
全
盛
の
時
代
で
も
あ
り
、
公
家
や
上
層
の
武
家

の
問
で
は
、
平
安
、
鎌
倉
期
の
物
語
、
歌
集
な
ど
が
盛
ん
に
研
究
さ
れ
、
ま
た
、
連
歌

も
大
流
行
し
た
。
室
町
時
代
の
漆
芸
品
に
は
、
硯
箱
、
文
台
と
い
っ
た
文
房
具
の
遺
例

が
多
い
が
、
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
古
典
文
学
愛
好
の
風
潮
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
流
れ
の
な
か
か
ら
、
文
台
と
硯
箱
が
一
具
を
な
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
り

新
し
い
形
式
が
生
ま
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
の
も
う
一
つ
の
見
所
は
、
豪
華
か
つ
入
念
な
蒔
絵
の
技
巧
に
あ
る
。

　
第
一
に
は
こ
こ
で
文
様
以
外
の
空
間
を
飾
っ
て
い
る
「
金
地
」
に
つ
い
て
。

　
金
粉
を
浴
び
せ
か
け
る
よ
う
に
蒔
き
付
け
て
器
物
の
表
面
を
飾
る
技
法
は
沃
懸
地
と

よ
ば
れ
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
大
い
に
流
行
し
た
。
近
世
に
入
る

と
、
金
粉
精
製
の
技
術
が
向
上
し
、
よ
り
密
度
が
濃
く
、
滑
ら
か
な
金
地
を
作
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
。
こ
の
文
台
硯
箱
に
お
い
て
も
、
あ
た
か
も
金
の
板
を
貼
り
詰
め
た
よ

う
な
み
ご
と
な
金
地
が
ほ
ど
こ
さ
れ
、
高
い
装
飾
効
果
を
あ
げ
て
い
る
。

　
第
二
に
は
本
作
品
で
文
様
の
主
要
な
部
分
を
担
っ
て
い
る
「
高
蒔
絵
」
に
つ
い
て
。

　
高
蒔
絵
は
、
鎌
倉
時
代
に
開
発
さ
れ
た
新
機
軸
で
あ
る
。
文
様
の
部
分
だ
け
を
漆
錆

な
ど
で
盛
り
上
げ
、
そ
の
上
に
金
粉
を
蒔
き
付
け
、
さ
ら
に
磨
き
の
工
程
を
経
て
完
成

す
る
。
嵩
上
げ
さ
れ
る
高
さ
は
ご
く
わ
ず
か
だ
が
、
視
覚
的
な
効
果
は
大
き
く
、
蒔
絵

を
二
次
元
の
世
界
か
ら
三
次
元
の
世
界
へ
と
解
き
放
つ
役
割
を
果
た
し
た
。
室
町
時
代

に
大
流
行
を
み
た
「
葦
手
」
の
よ
う
な
字
隠
し
絵
の
手
法
は
、
高
蒔
絵
が
な
け
れ
ば
、
ま
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
ヨ
　

た
く
精
彩
に
欠
け
る
も
の
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
第
三
に
は
蓋
裏
、
見
込
の
春
草
図
で
多
用
さ
れ
て
い
る
「
青
金
」
に
つ
い
て
。

　
青
金
は
、
今
日
で
い
う
十
四
金
の
よ
う
に
、
金
に
銀
を
混
ぜ
た
合
金
か
ら
作
る
蒔
絵

粉
で
あ
る
。
通
常
の
金
粉
に
較
べ
て
や
や
青
味
を
帯
び
た
発
色
を
呈
す
る
。
こ
の
青
金

が
本
格
的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
平
安
時
代
、
十
二
世
紀
に
入
っ
て
か
ら

の
こ
と
。
そ
れ
ま
で
主
流
だ
っ
た
金
、
銀
蒔
き
分
け
は
、
見
る
も
の
の
視
覚
に
直
接
う
っ

た
え
る
わ
か
り
や
す
い
表
現
だ
っ
た
が
、
金
、
青
金
の
蒔
き
分
け
は
、
金
一
色
の
な
か

に
微
妙
な
色
調
の
変
化
を
も
た
ら
し
、
画
面
全
体
の
奥
行
き
を
深
め
る
効
果
が
あ
っ
た
。

平
安
後
期
の
蒔
絵
興
隆
期
に
登
場
し
た
新
機
軸
だ
が
、
そ
れ
が
近
代
に
い
た
っ
て
さ
ら

に
成
熟
の
度
を
加
え
、
こ
こ
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
洗
練
さ
れ
た
表
現
に
行
き
着
い
た

　
　
　
　
　
　
　
ロ
イ
ソ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
第
四
に
は
「
切
金
」
に
つ
い
て
。
口
絵
5
、
口
絵
6
を
よ
く
見
る
と
、
木
の
幹
、
土

披
な
ど
に
微
小
な
金
の
板
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

　
切
金
は
、
金
や
銀
の
薄
板
か
ら
切
り
出
し
た
正
方
形
、
長
方
形
、
菱
形
な
ど
の
ご
く

小
さ
な
板
を
、
文
様
の
な
か
に
細
か
く
貼
り
付
け
て
い
く
手
法
で
あ
る
。
そ
の
祖
型
は

す
で
に
鎌
倉
時
代
に
み
ら
れ
る
が
、
室
町
時
代
に
入
っ
て
、
蒔
絵
技
法
が
複
雑
化
す
る

と
と
も
に
、
広
範
囲
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蒔
絵
の
画
面
は
、
金
属
粉
を
蒔

き
付
け
て
文
様
を
表
わ
す
か
ら
、
必
然
的
に
艶
消
し
と
な
る
。
そ
の
艶
消
し
の
画
面
の

な
か
で
、
き
ら
り
と
鋭
い
光
彩
を
放
つ
切
金
は
、
画
面
に
変
化
を
つ
け
る
上
で
た
い
へ

ん
効
果
的
な
手
法
と
い
え
る
。
と
く
に
漆
芸
調
度
は
暗
い
室
内
で
使
用
さ
れ
た
り
、
鑑

賞
さ
れ
た
り
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
、
そ
の
装
飾
効
果
に
は
大
き
な
も
の
が

あ
っ
た
だ
ろ
う
。

三
、
戸
鳥
光
孚
と
そ
の
作
品

　
戸
鳥
光
孚
は
、
明
治
一
五
年
（
一
八
八
二
）
一
月
、
京
都
室
町
今
出
川
に
生
ま
れ
た
。

名
は
弥
一
郎
、
画
号
を
蕉
雨
と
称
し
た
。
祖
父
の
三
代
弥
三
郎
、
父
の
四
代
弥
衛
は
と

も
に
漆
芸
に
携
わ
り
、
京
都
御
所
の
用
を
務
め
た
と
い
う
。
光
孚
十
七
歳
の
こ
ろ
、
蒔

絵
に
専
念
す
る
決
意
を
固
め
、
そ
の
後
、
新
古
美
術
展
、
内
国
勧
業
博
覧
会
な
ど
、
さ
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ま
ざ
ま
な
展
覧
会
に
出
品
し
て
研
鎭
を
積
み
、
京
漆
園
、
佳
都
美
会
な
ど
、
い
く
つ
か

の
作
家
集
団
に
も
参
加
し
た
。
蒔
絵
作
家
と
し
て
も
っ
と
も
充
実
し
た
時
期
は
、
お
そ

ら
く
三
十
代
後
半
の
こ
ろ
で
、
一
時
は
、
迎
田
秋
悦
と
並
ん
で
京
都
漆
芸
界
を
代
表
す

る
作
家
の
地
位
を
確
立
す
る
に
い
た
る
。
し
か
し
、
大
正
末
こ
ろ
か
ら
次
第
に
京
都
漆

芸
界
と
疎
遠
に
な
り
、
創
作
の
場
を
漆
絵
に
求
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
晩
年
は
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ご

気
が
ち
と
な
り
、
昭
和
二
一
年
（
一
九
四
六
）
に
死
去
。
享
年
六
十
四
歳
で
あ
っ
た
。

　
以
上
、
ご
く
簡
単
に
光
孚
の
足
跡
を
辿
っ
た
が
、
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
な
経
緯
が
あ

る
た
め
か
、
こ
れ
ま
で
、
現
存
す
る
光
孚
の
蒔
絵
作
品
は
き
わ
め
て
希
少
と
さ
れ
、
漆

絵
関
連
の
業
績
の
み
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
回
、
松
楓
文
台
硯
箱

に
つ
い
て
調
査
を
進
め
て
い
く
過
程
で
、
光
孚
の
蒔
絵
作
品
四
件
の
存
在
を
確
認
し
、

調
査
の
機
会
を
得
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
希
少
な
遺
例
に
つ
い
て
、
文
様
や
技
法
の

詳
細
を
述
べ
、
さ
ら
に
判
明
し
た
範
囲
で
の
制
作
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
お
く

こ
と
に
す
る
。

　
な
お
、
戸
鳥
光
孚
は
、
ど
う
や
ら
銘
や
落
款
の
形
に
あ
ま
り
頓
着
し
な
い
性
格
だ
っ

た
よ
う
で
、
そ
の
表
記
の
仕
方
は
作
品
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
（
口
絵
1
5
～
1
9
）
。

ま
た
、
「
鳥
」
の
字
に
つ
い
て
も
、
前
掲
『
漆
工
沿
革
概
要
及
蒔
縮
堂
建
立
趣
意
』
に

光
孚
自
身
が
「
蒔
絵
／
漆
書
家
　
光
孚
戸
島
識
／
號
　
蒔
給
堂
　
光
阿
彌
」
と
堂
々
と

記
し
て
い
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
で
「
島
」
、
「
嶋
」
の
混
用
が
み
ら
れ
る
。
た

だ
、
以
前
戸
鳥
光
孚
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
、
論
文
を
発
表
さ
れ
て
い
る
洲
鎌
佐
智
子
氏

は
、
現
在
も
続
く
戸
鳥
家
を
取
材
さ
れ
た
上
で
、
本
来
は
「
鳥
」
を
用
い
る
、
と
結
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
り

づ
け
て
お
ら
れ
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
れ
に
従
っ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

三
－
一
、
双
鶏
置
物
　
一
式
　
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館

　
大
正
天
皇
即
位
の
礼
は
、
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
＝
月
一
〇
日
に
挙
行
さ
れ
た
。

こ
れ
は
そ
の
大
礼
を
祝
う
た
め
、
旧
堂
上
華
族
一
同
か
ら
献
上
さ
れ
た
置
物
で
あ
る
。

画
像
か
ら
は
わ
か
り
に
く
い
が
、
か
な
り
大
き
な
作
品
で
、
雄
鶏
の
像
高
は
約
五
四
㎝

に
お
よ
ぶ
。
頭
を
高
く
も
た
げ
る
雄
鶏
と
、
う
つ
む
い
て
餌
を
啄
む
雌
鶏
の
姿
が
、
ま

こ
と
に
写
実
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
（
口
絵
7
）
。

　
こ
の
置
物
に
つ
い
て
は
、
『
美
術
之
日
本
』
大
正
五
年
十
一
月
号
の
「
美
術
界
彙
報
」

に
「
昨
秋
御
大
禮
奉
祝
の
た
め
奮
堂
上
華
族
一
同
よ
り
蒔
緯
鶏
御
置
物
を
献
上
す
る
こ

と
に
決
し
、
原
圖
を
京
都
市
立
給
書
専
門
學
校
教
諭
山
元
春
墨
氏
に
、
蒔
給
を
戸
島
光

孚
氏
に
、
彫
刻
を
京
都
市
立
美
術
工
藝
學
校
教
諭
國
安
稲
香
氏
に
、
塗
り
を
岩
村
貞
蔵

氏
に
委
嘱
」
と
あ
っ
て
、
作
品
発
注
の
経
緯
と
、
制
作
に
あ
た
っ
た
作
家
た
ち
の
名
前

が
明
ら
か
と
な
る
。

　
雄
鶏
と
雌
鶏
は
、
と
も
に
中
空
の
檜
製
素
地
を
彫
刻
し
て
形
作
ら
れ
て
お
り
、
重
量

を
支
え
る
た
め
、
脚
は
金
属
製
と
な
っ
て
い
る
。
鶏
の
表
面
は
、
金
地
に
仕
立
て
た
と

こ
ろ
に
彩
漆
を
重
ね
、
羽
の
毛
筋
は
金
銀
の
付
描
で
表
わ
し
、
鶏
冠
の
部
分
は
朱
漆
の

地
に
金
粉
を
蒔
き
付
け
る
な
ど
、
じ
つ
に
多
様
な
技
巧
を
も
っ
て
装
飾
さ
れ
て
い
る
（
口

絵
8
）
。
ま
た
、
土
坂
は
、
檜
製
素
地
に
布
着
せ
を
し
、
乾
漆
粉
を
用
い
て
石
地
塗
風

に
仕
上
げ
る
。

　
大
正
五
年
と
い
え
ば
、
光
孚
は
三
十
代
半
ば
。
京
都
の
漆
芸
界
で
活
躍
し
、
蒔
絵
師

と
し
て
も
っ
と
も
脂
の
乗
り
き
っ
た
時
期
の
作
品
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

三
ー
二
、
岩
浪
蒔
絵
香
盆
　
一
枚
　
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館

　
時
の
皇
太
子
（
昭
和
天
皇
）
と
久
遍
宮
良
子
女
王
（
香
淳
皇
后
）
の
婚
儀
が
執
り
行

わ
れ
た
の
は
大
正
＝
二
年
（
一
九
二
四
）
一
月
二
六
日
の
こ
と
。
こ
れ
に
先
だ
っ
て
、
．

前
年
の
一
二
月
に
、
文
官
、
武
官
一
同
か
ら
奉
祝
品
と
し
て
棚
二
基
と
棚
飾
り
一
式
の

目
録
が
献
上
さ
れ
た
。
こ
の
香
盆
は
そ
の
棚
飾
り
の
一
つ
で
あ
り
、
前
掲
『
漆
工
沿
革

概
要
及
蒔
縮
堂
建
立
趣
意
』
の
「
略
歴
」
大
正
一
二
年
の
項
に
「
皇
太
子
殿
下
御
婚
儀

奉
祝
京
都
献
上
品
謹
製
ス
」
と
あ
る
の
が
、
本
作
品
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
盆
は
縦
二
四
・
六
、
横
三
三
・
七
、
高
さ
二
・
二
㎝
の
長
方
形
で
、
角
を
丸
角
に
仕
立
て
、

周
縁
に
、
緩
や
か
に
内
反
し
な
が
ら
立
ち
上
が
る
鍔
を
つ
け
る
。
底
に
は
四
脚
を
打
つ
。

　
表
面
は
全
体
を
金
地
に
仕
立
て
、
見
込
み
か
ら
鍔
に
か
け
て
、
金
銀
の
平
蒔
絵
に
金

の
薄
肉
高
蒔
絵
を
交
え
て
岩
に
浪
の
文
様
を
表
わ
す
（
口
絵
9
）
。
ま
た
、
画
面
上
方

と
右
方
に
は
詰
梨
地
で
雲
を
表
現
し
、
底
裏
に
も
詰
梨
地
を
ほ
ど
こ
す
。
底
裏
左
下
隅

に
「
平
安
／
光
孚
謹
作
」
の
金
蒔
銘
が
あ
る
（
口
絵
1
6
）
。

　
こ
こ
で
は
、
う
ね
り
逆
巻
く
浪
の
中
に
屹
立
す
る
岩
を
表
わ
し
て
い
る
が
、
岩
は
、

輪
郭
を
薄
肉
高
蒔
絵
に
よ
る
鋭
角
的
な
線
で
縁
取
っ
て
、
い
か
に
も
ご
つ
ご
つ
と
し
た
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質
感
を
表
現
し
、
浪
は
、
茶
褐
色
の
漆
の
地
に
不
揃
い
な
金
蒔
の
線
を
ぐ
り
ぐ
り
と
描

き
込
ん
で
、
海
面
が
大
き
く
う
ね
る
さ
ま
を
表
わ
し
、
砕
け
散
る
波
頭
を
銀
の
平
蒔
絵

で
描
い
て
い
る
。
伝
統
様
式
の
蒔
絵
技
法
を
踏
襲
し
て
い
る
も
の
の
、
文
様
表
現
に
は

一
種
独
特
の
癖
の
強
さ
が
感
じ
取
ら
れ
、
京
蒔
絵
に
特
有
の
は
ん
な
り
と
し
た
趣
き
を

う
か
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
（
口
絵
1
0
）
。

　
こ
の
香
盆
を
含
む
棚
飾
り
に
は
、
木
彫
置
物
、
磁
器
、
陶
器
、
漆
器
、
七
宝
、
鋳
金
、

彫
金
、
鍛
金
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
工
芸
品
が
具
わ
っ
て
お
り
、
作
者
に
も
高
村
光
雲
、
清

水
六
兵
衛
、
宮
川
香
山
、
板
谷
波
山
、
清
風
與
平
、
香
取
秀
真
な
ど
鐸
々
た
る
人
々
の

名
が
み
え
る
。
蒔
絵
作
家
と
し
て
は
、
他
に
迎
田
秋
悦
、
六
角
紫
水
、
赤
塚
自
得
の
名

が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
棚
と
棚
飾
り
の
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
当
時
、
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術

大
学
）
の
校
長
を
務
め
て
い
た
正
木
直
彦
が
取
り
ま
と
め
の
役
割
を
担
っ
た
よ
う
で
あ

復
。
当
然
、
こ
の
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
い
う
べ
き
作
業
に
加
わ
っ
て
い
る
作
家
も
、

美
術
学
校
系
の
人
々
が
多
い
わ
け
だ
が
、
そ
の
な
か
で
、
戸
鳥
光
孚
が
迎
田
秋
悦
と
と

も
に
選
ば
れ
、
京
都
か
ら
加
わ
っ
て
い
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
前
述
の
よ
う
に
、
光

孚
は
大
正
の
末
こ
ろ
か
ら
次
第
に
京
都
漆
芸
界
と
距
離
を
お
く
よ
う
に
な
る
が
、
こ
れ

は
そ
の
直
前
の
作
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

三
i
三
、
遊
鯉
蒔
絵
額
　
一
面
　
三
井
記
念
美
術
館
寄
託

　
縦
一
五
五
・
○
、
横
二
〇
〇
・
○
㎝
と
い
う
大
画
面
に
蒔
絵
で
鯉
を
表
わ
し
た
額
で
あ

る
。
平
成
二
二
年
（
二
〇
＝
）
九
月
に
三
井
記
念
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
「
華
麗
な

る
京
蒔
絵
－
三
井
家
と
象
彦
漆
器
1
」
に
初
め
て
陳
列
さ
れ
て
、
こ
の
大
作
の
存
在

が
広
く
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
画
面
は
全
体
に
黒
漆
を
塗
り
、
金
粉
を
粗
密
に
蒔
き
つ
け
て
背
景
と
し
、
そ
こ
に
赤
、

黒
、
錦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
彩
り
の
鯉
が
群
れ
集
う
さ
ま
を
描
く
。
額
縁
は
全
体
に
詰
梨

地
と
し
、
金
銀
の
平
蒔
絵
で
水
藻
の
文
様
を
表
わ
し
て
い
る
（
口
絵
1
1
）
。
こ
の
額
の

画
面
左
下
隅
に
は
「
光
阿
弥
」
の
金
蒔
銘
と
「
象
彦
」
の
朱
描
印
が
あ
る
。
「
光
阿
弥
」

は
光
孚
晩
年
の
号
で
、
本
阿
弥
光
悦
の
「
光
」
と
、
徳
川
幕
府
お
抱
え
の
蒔
絵
師
と
し

て
知
ら
れ
る
幸
阿
弥
の
「
阿
弥
」
を
合
わ
せ
た
も
の
と
い
う
（
口
絵
1
7
）
。

　
こ
こ
で
は
、
鯉
の
部
分
は
高
く
錆
上
げ
し

た
高
蒔
絵
で
表
わ
さ
れ
る
が
、
背
景
と
な
る

地
蒔
の
部
分
か
ら
、
く
っ
き
り
と
鯉
の
輪
郭

を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
技
巧
は
ま
こ
と
に
秀

逸
で
あ
る
。
鯉
の
細
部
は
、
基
本
的
に
は
描

割
と
金
銀
粉
の
蒔
量
し
で
描
か
れ
る
。
し
か

し
、
数
多
く
描
き
込
ま
れ
た
鯉
に
、
一
つ
と

し
て
同
じ
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
一
尾
一
尾
に
つ
い
て
、
ぬ
め
ぬ
め
と
し

た
鱗
の
質
感
、
躍
動
す
る
魚
体
に
光
が
反
射

す
る
さ
ま
、
肌
の
微
妙
な
色
合
い
の
違
い
な

ど
が
じ
つ
に
精
緻
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る

（
口
絵
1
2
、
図
5
）
。
株
式
会
社
象
彦
に
は
、

光
孚
が
こ
の
額
を
制
作
す
る
際
に
描
い
た
と

み
ら
れ
る
置
目
（
文
様
を
器
物
の
表
面
に
転

写
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
下
絵
）
が
遺
さ
れ

て
お
り
、
実
際
に
蒔
絵
の
作
業
に
か
か
る
前

に
、
デ
ザ
イ
ン
面
で
充
分
な
準
備
が
重
ね
ら

れ
た
よ
う
す
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
（
図
6
）
。
『
漆
工
沿
革
概
要
及
蒔
給
堂
建

立
趣
意
』
に
、

多
ク
」

の
戸
鳥
」
の
異
名
が
あ
っ
た
。

写
生
に
勤
し
ん
だ
と
い
う
。

　
な
お
、

一
〇
年
（
一
九
三
五
）

貨
幣
価
値
の
換
算
は
難
し
い
が
、

　
と
こ
ろ
で
、

図5　遊鯉蒔絵額　部分図6　遊鯉蒔絵額　置目

　
　
　
「
廿
一
歳
ノ
時
鯉
魚
ノ
研
究
二
没
頭
シ
内
外
博
覧
会
二
出
品
セ
シ
コ
ト

と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
光
孚
は
若
年
の
こ
ろ
か
ら
鯉
を
こ
よ
な
く
愛
し
、
「
鯉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
自
邸
の
庭
の
池
に
彩
し
い
数
の
鯉
を
飼
っ
て
、
日
が
な

　
　
　
　
前
に
触
れ
た
展
覧
会
の
図
録
解
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
遊
鯉
蒔
絵
額
は
、
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
三
井
合
名
会
社
に
九
千
円
で
買
い
取
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
の
金
額
に
し
て
二
千
万
円
ほ
ど
に
な
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
昭
和
一
〇
年
と
い
え
ば
光
孚
は
五
十
代
半
ば
。
す
で
に
漆
絵
に
傾
倒
し

て
い
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
蒔
絵
の
超
大
作
を
自
ら
手
が
け
た
と
は
考
え
難
い
。
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「
光
阿
弥
」
銘
に
象
彦
の
印
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
象
彦
に
置
目
が
保
管
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
光
孚
が
下
絵
を
提
供
し
、
象
彦
傘
下
の
手
練
れ

の
蒔
絵
師
た
ち
が
制
作
に
あ
た
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
－
四
、
四
ツ
目
結
紋
菊
桐
紋
散
蒔
絵
刀
掛
　
一
対
　
三
井
記
念
美
術
館

　
こ
れ
も
「
華
麗
な
る
京
蒔
絵
」
展
に
出
陳
さ
れ
た
作
品
。
刹
形
の
あ
る
基
台
に
、
二

段
に
劃
っ
て
先
細
り
と
し
た
支
柱
を
立
て
、
支
柱
上
端
に
持
を
掛
け
る
た
め
の
U
字
型

の
受
け
を
設
け
る
。
支
柱
間
に
は
方
板
を
立
て
て
い
る
（
口
絵
1
3
）
。
二
基
と
も
同
じ

形
に
造
ら
れ
、
法
量
も
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
る
（
縦
一
七
・
○
、
横
四
〇
・
○
、
高
さ

一
工
ハ
・
○
㎝
V
。

　
や
は
り
図
録
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
一
〇
月
、
北
三
井
家

の
麻
布
今
井
町
本
邸
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
皇
太
子
を
招
い
た
際
の
記
録
写
真
に
、
形
や
文

様
が
本
作
品
に
よ
く
似
た
刀
掛
が
写
っ
て
い
る
と
い
う
。
美
術
品
と
し
て
で
は
な
く
、

貴
顕
が
訪
れ
た
際
に
刀
を
掛
け
て
展
示
す
る
た
め
の
調
度
と
し
て
購
入
さ
れ
た
も
の
か

も
し
れ
な
い
。

　
刀
掛
は
全
体
に
金
の
詰
梨
地
を
ほ
ど
こ
し
、
方
板
の
前
面
に
菊
桐
紋
と
三
井
家
の
家

紋
で
あ
る
四
ツ
目
結
紋
を
金
の
薄
肉
高
蒔
絵
と
平
蒔
絵
を
交
え
て
表
わ
す
。
画
面
左
端

の
菊
花
は
銀
蒔
に
よ
る
尊
を
描
い
て
裏
菊
の
表
現
と
す
る
。
文
様
は
二
基
と
も
ま
っ
た

く
同
じ
だ
が
、
一
方
は
紋
の
一
部
を
黒
固
め
と
し
、
一
方
は
朱
固
め
と
す
る
（
図
7
）
。

桃
山
風
の
菊
桐
紋
に
さ
り
げ
な
く
三
井
家
の
家
紋
を
描
き
添
え
た
あ
た
り
、
ま
た
、
同

じ
形
、
同
じ
文
様
の
刀
掛
を
色
違
い
で
揃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刀

え
た
あ
た
り
、
い
か
に
も
洗
練
さ
れ
た
デ

ザ
イ
ン
感
覚
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
る

（
口
絵
1
4
）
。

　
な
お
、
こ
の
刀
掛
は
、
伝
統
様
式
の
技

巧
的
な
蒔
絵
で
飾
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の

文
様
構
成
に
は
、
高
台
寺
蒔
絵
の
強
い
影

響
が
う
か
が
え
る
。

　
高
台
寺
蒔
絵
は
、
十
六
世
紀
の
最
終
四

」、

|
禦
聾
襲
灘
r
町
、
欝
・

図7　四ツ目結紋菊桐紋散蒔絵
　　　　　　（黒固め）

半
期
の
こ
ろ
、
大
規
模
な
建
造
物
の
内
部
や
、
そ
こ
で
使
わ
れ
る
大
量
の
調
度
類
を
飾

る
た
め
に
工
夫
さ
れ
た
様
式
で
あ
る
。
黒
漆
地
に
秋
草
文
様
を
金
の
平
蒔
絵
で
描
き
、
空

間
に
菊
桐
紋
を
配
す
る
、
と
い
う
の
が
そ
の
典
型
的
な
パ
タ
ー
ン
だ
。
大
量
生
産
を
前
提

と
し
た
規
格
品
と
い
う
印
象
は
否
め
な
い
が
、
そ
の
一
方
で
、
伝
統
様
式
の
蒔
絵
に
は
な

い
平
明
で
す
っ
き
り
と
し
た
魅
力
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
桃
山
か
ら
江
戸
前
期
に
か
け
て

大
流
行
し
た
こ
の
様
式
は
、
江
戸
中
期
以
降
も
変
わ
ら
ぬ
人
気
を
集
め
続
け
る
。
こ
の
刀

掛
の
よ
う
に
、
大
正
時
代
に
制
作
さ
れ
た
も
の
に
ま
で
、
高
台
寺
蒔
絵
の
影
響
が
及
ん
で

い
る
と
こ
ろ
を
み
れ
ば
、
こ
の

桃
山
の
新
様
式
が
斯
界
に
も
た

ら
し
た
衝
撃
の
大
き
さ
が
想
像

　
　
　
セ
お
　

む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
よ
う

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
刀
掛
で
は
、

基
台
裏
面
の
も
っ
と
も
目
立
た

な
い
と
こ
ろ
に
、
「
光
孚
謹
製
」

の
文
字
を
瓢
箪
型
の
枠
で
囲
っ

た
金
蒔
銘
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
（
口
絵
1
8
）
。
ま
た
、
黒
固

め
仕
上
げ
の
刀
掛
に
は
黒
漆
塗
、

朱
固
め
仕
上
げ
の
刀
掛
に
は
素

木
と
、
そ
れ
ぞ
れ
外
箱
が
付
属

し
て
お
り
、
「
平
安
　
象
彦
作
」

の
箱
書
と
「
象
彦
」
印
が
記
さ

れ
て
い
る
（
図
8
、
図
9
）
。

四
、
む
す
び

図8　四ツ目結紋菊桐紋散
　蒔絵刀掛箱書（銀蒔）

図9　四ツ目結紋菊桐紋散
　蒔絵刀掛箱書（墨書）

　
本
稿
で
は
、
松
楓
文
台
硯
箱
を
含
め
、
五
件
の
光
孚
作
と
み
ら
れ
る
蒔
絵
作
品
を
み

て
き
た
。
そ
こ
で
印
象
に
残
る
の
は
、
一
つ
一
つ
の
作
品
で
、
ま
っ
た
く
作
風
が
異
な

る
点
で
あ
る
。
伝
統
様
式
の
蒔
絵
を
忠
実
に
踏
襲
し
て
格
調
高
く
仕
上
げ
ら
れ
た
松
楓
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文
台
硯
箱
、
力
強
く
彫
り
出
さ
れ
た
鶏
の
像
を
蒔
絵
で
巧
み
に
飾
っ
た
三
－
一
双
鶏
置

物
、
個
性
的
な
蒔
絵
表
現
を
試
み
た
三
－
二
岩
浪
香
盆
、
近
代
的
な
写
実
の
感
覚
を
前

面
に
押
し
出
し
た
三
－
三
遊
鯉
額
、
高
台
寺
蒔
絵
を
下
敷
き
に
し
て
、
す
っ
き
り
と
洗
練

さ
れ
た
装
飾
を
ほ
ど
こ
し
た
三
－
四
四
ツ
目
結
紋
菊
桐
紋
散
刀
掛
。
こ
の
よ
う
に
並
べ
て

み
て
、
こ
こ
に
共
通
す
る
特
徴
を
見
い
だ
す
の
は
至
難
の
わ
ざ
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
。

　
お
そ
ら
く
蒔
絵
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
ろ
の
光
孚
は
、
作
家
で
は
あ
っ
た
が
職
人
的

な
側
面
も
併
せ
も
っ
て
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
注
文
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
。
た
び
た
び
引
用
し
て
き
た
『
漆
工
沿
革
概
要
及
蒔
給
堂
建
立
趣
意
』
に
、
「
依
頼
品

　
オ
モ
い
を
ル
ビ

ノ
重
ナ
ル
モ
ノ
」
の
項
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
光
琳
罵
櫻
狩
硯
箱
」
、
「
幸
阿
彌
鳥
初

音
文
憂
硯
」
、
「
光
悦
風
松
二
月
文
憂
硯
」
、
「
時
代
罵
舞
樂
料
紙
硯
」
な
ど
の
記
述
が
み

ら
れ
る
。
江
戸
初
期
の
幸
阿
弥
の
代
表
作
に
始
ま
っ
て
、
光
悦
系
の
蒔
絵
も
、
琳
派
の

蒔
絵
も
易
々
と
こ
な
し
て
し
ま
う
器
用
さ
を
、
光
孚
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
も
う
一
つ
気
に
な
る
の
は
象
彦
と
の
関
係
で
あ
る
。

　
象
彦
は
、
昔
も
今
も
京
都
岡
崎
に
店
を
構
え
る
老
舗
漆
器
商
で
あ
る
。
同
店
が
昭
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
モ

初
期
の
こ
ろ
作
成
、
配
布
し
た
と
思
わ
れ
る
『
光
栄
記
念
帖
』
の
冒
頭
に
は
「
弊
店
の

創
業
は
遠
く
享
保
寳
暦
の
比
に
し
て
今
を
距
た
る
實
に
二
百
五
十
有
絵
年
の
往
時
な
り

爾
後
當
主
八
世
象
彦
に
及
ぶ
迄
累
代
斯
業
を
経
螢
し
益
々
我
京
都
漆
器
の
改
善
磯
展
に

努
力
し
つ
つ
あ
り
弊
店
は
永
年
　
宮
内
省
の
御
用
を
奉
仕
し
特
に
　
先
帝
陛
下
御
大
典

に
際
し
て
は
御
料
車
内
藤
原
時
代
蒔
維
御
装
飾
の
御
用
を
つ
と
め
（
中
略
）
三
井
家
、

岩
崎
家
、
住
友
家
を
始
め
殆
ど
全
国
の
堂
上
貴
紳
の
御
出
入
と
し
て
永
年
御
用
を
つ
と

め
居
り
…
…
」
と
あ
る
（
図
1
0
）
。
象
彦
と
は
不
思
議
な
屋
号
だ
が
、
江
戸
時
代
後
期
、

三
代
目
彦
兵
衛
の
こ
ろ
に
菩
提
寺
に
奉
納
し
た
蒔
絵
額
「
白
象
と
普
賢
菩
薩
」
が
洛
中

で
評
判
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
象
彦
を
店
の
称
と
し
た
ら
し
い
。

　
こ
こ
に
示
し
た
挨
拶
文
か
ら
、
当
時
の
象
彦
が
多
数
の
蒔
絵
職
人
を
抱
え
、
皇
室
や

大
財
閥
の
注
文
に
応
じ
て
い
た
よ
う
す
が
う
か
が
え
る
。
三
－
三
遊
鯉
額
に
「
象
彦
」

の
独
特
な
形
の
印
が
描
き
込
ま
れ
、
三
－
四
刀
掛
の
外
箱
に
も
「
平
安
　
象
彦
作
」
と

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
光
孚
も
象
彦
を
通
じ
て
注
文
を
受
け
、
制
作
に
あ
た
っ
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

　
光
孚
は
、
一
時
期
象
彦
が
運
営
す
る
美
術
蒔
絵
学
校
の
校
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
象
彦
と
は
と
く

に
密
接
な
関
わ
り
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
現
在
、
株
式
会

社
象
彦
に
は
、
光
孚

晩
年
の
作
と
み
ら
れ

る
鯉
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
漆
絵
の
掛
幅
が

二
幅
保
管
さ
れ
て
お

り
、
ま
た
、
前
出
の

「
幸
阿
彌
鳥
初
音
文

憂
硯
」
に
関
わ
る
と

み
ら
れ
る
置
目
も
遺

さ
れ
て
い
て
、
両
者

の
深
い
関
わ
り
を
う

か
が
わ
せ
る
（
図
1
1

～
1
3
）
。
し
か
し
な

が
ら
、
意
外
な
こ
と

に
『
漆
工
沿
革
概
要

図10　『光栄記念帖』表紙

及
蒔
給
堂
建
立
趣
意
』
に
載
せ
ら
れ
た
本
人
執
筆
の
略
歴
で
は
、
象
彦
と
の
関
係
に
ま
っ

た
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
当
時
の
象
彦
の
主
宰
者
は
、
八
代
西
村
彦
兵
衛
で
あ
る
。
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）

の
生
ま
れ
だ
か
ら
、
光
孚
よ
り
五
歳
年
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）

に
象
彦
当
主
と
な
っ
て
後
、
前
掲
『
光
栄
記
念
帖
』
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
国
の
内

外
で
多
数
の
顧
客
を
獲
得
す
る
な
ど
辣
腕
を
ふ
る
い
、
象
彦
を
日
本
随
一
の
高
級
漆
器
店

に
育
て
上
げ
て
い
く
。
や
は
り
、
工
房
の
主
宰
者
に
は
、
傘
下
の
蒔
絵
師
た
ち
の
技
量
を

測
る
眼
力
と
と
も
に
、
そ
の
時
々
の
流
行
や
顧
客
の
好
み
を
先
取
り
す
る
経
営
の
才
覚
が

必
要
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
そ
の
彦
兵
衛
と
光
孚
の
力
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
作
品
を
制
作
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し
て
い
く
上
で
、
両
者
の
間
に
隔
意
は
な
か
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
な
に
よ
り
も
、
象

彦
の
よ
う
な
大
き
な
工
房
で
仕
事
を
す
る
場
合
、
作
家
本
人
が
ど
こ
ま
で
制
作
に
関
わ

り
得
た
の
か
、
な
ど
、
い
く
つ
も
の
疑
問
が
浮
か
ん
で
く
る
。
こ
の
あ
た
り
の
実
情
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
不
明
な
部
分
が
多
い
が
、
工
房
の
主
宰
者
と
作
家
（
職
人
）
の
関
係
は
、

象
彦
と
光
孚
の
場
合
に
限
ら
ず
、
美
術
業
界
に
と
っ
て
重
要
な
テ
ー
マ
な
の
で
、
今
後
、

究
明
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
私
が
本
稿
で
取
り
上
げ
た
松
楓
蒔
絵
文
台
硯
箱
に
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
、
平
成

二
一
年
の
夏
こ
ろ
と
記
憶
し
て
い
る
。
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
流
行
し
た
絢
欄

華
美
な
作
品
で
あ
る
こ
と
、
伝

統
様
式
を
基
盤
と
し
た
高
度
な

技
術
に
よ
る
作
品
で
あ
る
こ
と

は
わ
か
っ
た
が
、
正
直
に
言
っ

て
、
作
者
の
戸
鳥
光
孚
に
つ
い

て
は
、
ま
っ
た
く
予
備
知
識
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
か
っ
た
。

近
代
京
都
の
漆
芸
作
家
と
い
え

ば
、
迎
田
秋
悦
、
杉
林
古
香
、

江
馬
長
閑
と
い
っ
た
名
前
が
す

ぐ
に
浮
か
ん
で
く
る
。
み
な
光

孚
と
同
世
代
で
あ
る
の
に
、
な

ぜ
光
孚
だ
け
が
ほ
と
ん
ど
忘

れ
去
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
。
遺
さ

れ
て
い
る
作
品
が
少
な
い
、
晩

年
漆
絵
に
移
行
し
た
、
作
品
に

際
だ
っ
た
個
性
が
認
め
ら
れ
な

い
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が

考
え
ら
れ
る
と
は
思
う
。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
こ
ま
で
み
て
き

蹴漁蛾
・
認

諺
難

窪
蕪

　
　
灘
灘
［

図11　鯉図漆絵掛幅図12　鯉図漆絵掛幅図13　初音蒔絵調度模写
　　　　（部分）

た
よ
う
に
、
光
孚
が
優
れ
た
技
術
と
デ
ザ
イ
ン
カ
を
も
ち
、
作
品
の
制
作
に
高
い
志
を

持
ち
続
け
た
作
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
作
家
に
光
が
あ
た
ら

な
い
状
況
は
、
や
は
り
、
近
代
の
漆
芸
に
関
す
る
研
究
と
理
解
の
不
足
を
示
す
も
の
だ

ろ
う
。
今
後
、
こ
の
分
野
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
研
究
の
進
展
が
期
待
さ
れ
る
所
以
で

あ
る
。

　
本
稿
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
多
く
の
方
々
に
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。
と
く
に

宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
の
太
田
彩
氏
、
五
昧
聖
氏
、
三
井
記
念
美
術
館
の
小
林
祐
子
氏
、

株
式
会
社
象
彦
社
長
西
村
毅
氏
に
は
、
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
ま
た
、
資
料
を

提
供
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
た
い
へ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
謝

意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。

↑註
）

（（32
））

（
4
）

（
5
）

（（76
））

（
8
）

株
式
会
社
象
彦
社
長
西
村
毅
氏
か
ら
こ
の
小
冊
子
の
存
在
を
ご
教
示
い
た
だ
き
、

画
像
の
提
供
を
受
け
た
。

拙
稿
『
文
房
具
』
（
至
文
堂
　
二
〇
〇
一
年
）
四
四
頁
「
連
歌
会
席
と
文
房
具
」
参
照
。

葦
手
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
漆
芸
品
に
お
け
る
文
学
意
匠
再
考
」
（
『
M
U
S
E

U
M
　
5
6
4
』
二
〇
〇
〇
年
）
三
章
、
四
章
を
参
照
。

青
金
使
用
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
平
安
時
代
に
お
け
る
蒔
絵
表
現
の

特
質
と
そ
の
展
開
」
（
『
美
術
史
　
4
0
』
一
九
九
一
年
）
第
三
章
を
参
照
。

戸
鳥
光
孚
の
履
歴
や
事
績
に
つ
い
て
は
、
洲
鎌
佐
智
子
「
近
代
京
都
の
蒔
絵

師
　
戸
鳥
光
孚
に
つ
い
て
」
（
京
都
文
化
博
物
館
研
究
紀
要
『
朱
雀
』
第
九
集

一
九
九
七
年
）
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

前
掲
洲
鎌
論
文
参
照
。

棚
と
棚
飾
り
献
上
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
五
味
聖
「
大
正
十
三
年
皇
太
子
御
結

婚
奉
祝
献
上
品
」
（
『
祝
美
－
大
正
期
皇
室
御
慶
事
の
品
々
』
宮
内
庁
三
の
丸
尚

蔵
館
　
二
〇
〇
七
年
）
に
詳
し
い
。

拙
稿
コ
局
台
寺
蒔
絵
の
編
年
に
関
す
る
一
試
論
　
蒔
絵
伝
統
様
式
と
の
関
係
を

中
心
に
」
（
『
国
華
』
鵬
　
国
華
社
　
二
〇
〇
二
年
）
で
、
高
台
寺
蒔
絵
が
日
本
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（
9
）

の
漆
芸
に
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

『
光
栄
記
念
帖
』
に
は
、
昭
和
初
期
の
蒔
絵
工
房
の
よ
う
す
を
写
し
た
写
真
、
象

彦
が
受
注
制
作
し
た
蒔
絵
作
品
の
写
真
な
ど
が
載
っ
て
い
る
。
近
代
漆
芸
の
歴

史
を
辿
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
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